
学術講演会  
ジャヤヴァルマン 7 世とその光輝あふれる時代 

―未完のアンコール帝国の建設― 
 

主催：上智大学アジア人材養成研究センター 

 
 今回の学術講演会には、来日中のパリ第３大学名誉教授ブルーノ・ダジャンス先生をお招きいたしました。
先生は、アフガニスタンで考古発掘に従事されたあと、1965 年から 7 年間現地のフランス極東学院で調査・
研究に携わり､主として図像学および碑刻学を研究されました。カンボジアに内戦がはじまりましたので、
1971 年にカンボジアを去り、ベルギーのルーヴァン・カトリック大学へ移られ、その後パリ第 3 大学にお
いて教鞭をとっておられました。現在ユネスコのプロジェクトに参加されております。 
 講演テーマは、アンコール王朝の最盛期の名君といわれるジャヤヴァルマン 7 世治下において広い領域
をもつアンコール帝国なるものを、どんな支配形態で統括したかについて、考古発掘・遺跡（宿駅・施療院
など）・石橋・彫像建設・都市計画の諸点から再考察してみようとする新しい問題提起の講演です。 
 さらに支配地においてクメール文化の影響は表層的といわれてきましたが、15 世紀のアユタヤ王朝の王
朝儀礼に大きな影響を与えたという新しい視点を指摘されております。 

先生はこのたび日本大学の招聘で来日されており、同大学に御礼申しあげます。 
 皆さまにおかれましては何かとご多忙とは存じますが、何卒ご出席くださいますようご案内申しあげます。 
 

記 

日時：2008 年 10 月 27 日（月）18:30―20:00 
場所：上智大学中央図書館 9 階 L-911 会議室 
 
テーマ：ジャヤヴァルマン 7 世（1181年－1218年ごろ）とその光輝あふれる時代  

―未完のアンコール帝国の建設― 
 

講師：ブルーノ・ダジャンス博士 
（パリ第 3 大学名誉教授） 

     
（日本語通訳あり） 

参考：先生のご高著（翻訳）『アンコール・ワット―密林に消えた文明』（創元社 1995 年）、 
『アンコール・ワットの時代―国のかたち、人々のくらし』（連合出版 2008 年） 

交通案内：JR・地下鉄「四ッ谷駅」下車  徒歩 3 分 
入場無料 
 


